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第１章 公共建築物個別施設計画について 
【計画策定の目的】 

深刻化する公共施設等の老朽化や更新の問題に対応するため、保有する

土地、建物、設備などの「ファシリティ」の全体状況を把握し、⾧期的な視点で

総合的かつ計画的に管理していくことを目的とする「貝塚市公共施設等総合

管理計画」を2024年3月に改定しました。「貝塚市公共建築物個別施設計

画」は、公共建築物の再配置の方針、維持管理や更新等の実施方法・実施

時期などを示すもので、「貝塚市公共施設等総合管理計画」の改定に伴い、

2025年４月に改定しました。 

【計画期間】2025～2035年度（11年間） 

【公共建築物の施設類型】 

貝塚市公共施設等総合管理計画における分類を踏まえ、本計画で対象と

する公共建築物は8類型(学校教育系、市営住宅を除く)、69施設とします。 

【施設評価の考え方（建物総合評価、行政サービス総合評価）】 

客観的な説明ができるよう数値を用いて、建物総合評価及び行政サービス

総合評価の２軸で構成する４象限で評価します。（右記参照） 

 

第２章 公共建築物個別施設計画 
 1)市民文化系施設:コスモスシアターの⾧寿命化、広域連携の検討、地区公

民館の⾧寿命化、青少年人権教育交流館の複合化 
 2)歴史文化系施設:市民図書館等の⾧寿命化、市民図書館の広域連携

での相互利用サービスを推進 
 3)スポーツレクリエーション系施設:総合体育館の⾧寿命化、広域連携や官

民連携の検討 
 4)子育て関連施設:こども園・幼稚園の⾧寿命化 
 5)保健福祉施設:ひと・ふれあいセンターの複合化 
 6)行政系施設:消防本部･出張所の⾧寿命化、分団器具庫の更新等 
 7)医療施設:市立貝塚病院の⾧寿命化 
 8)その他施設:衛生事業所等のインフラ系建築物の⾧寿命化、東共同浴場

の複合化 

 

第３章 計画の推進 
【計画の実施】 
・各施設にあっては、普段から定期的に点検を行うことにより、施設の不具合や

劣化状況の把握に努め、適切な評価、対応を行います。 
・発生してしまった修繕箇所の修繕や改修を行う手法による維持管理だけでは

なく、施設に不具合が起こる前に、予防的に修繕や改修を行う手法による
維持管理を目指します。また軽微な不具合が起こった場合は早急に対処し、
改修箇所の広がりをできるだけ未然に防ぐよう努めます。 

【計画の見直し】 
・本計画の計画期間は、2025年度から2035年度までの11年間としています

が、施設の状態は経年劣化等により刻々と変化することから、定期的な点
検結果等を踏まえたうえで今後実施する⾧寿命化対策の内容に応じた計
画の見直しを行います。 

・また、貝塚市公共施設等総合管理計画と同様に、本市を取り巻く社会情勢
や国、府の施策に応じ、適宜見直しを行います。

■施設評価の考え方 
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■施設評価の総括 
【施設評価の総括】 

  
 

※施設評価については、複合化予定の施設や閉鎖中の施設等は対象外としています。 
※行政サービス総合評価（ソフト評価）の評価値が平均から著しく異なる数値（10点以上）となる場合があり、

その場合は施設評価の対象外としています。 

 

 


